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都道府県別埋蔵文化財発掘届出等件数

全国 8,925件

都道府県別発掘件数
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2017年度（平成29年度）発掘届出等の概要
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年度別発掘届等件数の推移
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2017年度（平成29年度）本発掘調査の事業種別費用

竺業基盤整備エ砂採取

ガス｀＼
＼その他農／

／その他開発
／ ／ 土自然崩

観光開

公園造成

宅地造成

道路

宅
／
住人固

場

1

舗

ェ

兼

舗

店

宅

店
住

場

人
工

固ヽ

（単位千円）

費用 比率 件数
道路 24,583,631 43.4% 785 
鉄道 2,495,351 4.4% 40 
空港 I 13,885 0.2% 2 
河川 2,029,379 3.6% 65 
港湾 50,253 0.1% 8 
ダム 1,889,210 3.3% 46 
学校 1,728,974 3.1% 150 
住宅 2,081,724 3.7% 1,399 
個人住宅 725,044 1.3% 2,173 
工場 929,664 1.6% 118 
店舗 1,056,467 1.9% 286 
個人住宅兼工場店舗 30,216 0.1% 46 
その他建物 6,768,235 11.9% 947 
宅地造成 1,127,042 2.0% 1,036 
土地区画整理 4,126,543 7.3% 178 
公園造成 830,303 1.5% 51 
ゴルフ場 ゜ 0.0% 2 
観光開発 39,998 0.1% 5 
ガス等 314,180 0.6% 202 
農業基盤整備 2,444,172 4.3% 199 
その他農業 261,634 0.5% 102 
土砂採取 110,195 0.2% 41 
その他開発 2,907,776 5.1% 583 
自然崩壊 15,080 0.0% 6 

合計56,658,956 8,470 

2017年度（平成29年度）開発事業にともなう本発掘調査費（事業原因者別）

個 学及び研究機関
（単位千円）

その他 費用 比率 件数

零細企 都道府県 13,474,830 23.8% 567公共小計
公市町村 9,273,117 16.4% 742 費用

中,j 共地方自治体公社／公団 464,546 0.8% 19 46,523,971 
事省庁 14,726,523 26.0% 242 比率
業JR鉄建公団 2,415,175 4.3% 45 82.1% 
者道路公団都市機構 5,942,712 10.5% 46 件数

都道府県 ＼ その他公社／公団 227,068 0.4% 16 1,677 

大企業 3,010,067 5.3% 289民間小計
中小企業 2,343,612 4.1% 615 費用

間
民 零細企業 63,372 0.1% 42 10,134,985 

組合 699,907 1.2% 47 比率
：個人事業 888,838 1.6% 338 17.9% 

省庁 ＼＼ ／ 
者個人住宅 737,828 1.3% 789 件数

大学及び研究機関 930,418 1.6% 39 2,256 
その他 1,460,943 2.6% 97 

合計56,658,956 3,933 
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緊急発掘調査費用の推移

金額単位百万円
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埋蔵文化財担当専門職員数の推移
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2018年度（平成30年度） 埋蔵文化財専門職員の体制 2017年5月1日現在

合計

北海道
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宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 罵
埼 玉
千 菓
東 京
神奈）1
新 潟
富 山
石 ） 1

福 井
山 梨
長 野
岐 阜
静 岡
愛 知
＝ 重一

滋 賀
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山
鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 口
徳 島
香 ） 1

愛 媛
高 知
福 岡
佐 賀
長 崎

本ヒ
巳
＂

弁＂
大 分
宮 崎
鹿児島

都道府県関係職員 市町村関係職員

本庁 調蓋組織 関係機関 合計 配置状況 本庁 調査組織 関係機関 合計

正規有期 正規有期 正規有期 正規I有期 合計 設置市町村 増減 配骰率 正規I有期 正規有期 正規有期 正規 有期 合計
8 I 32 I 3 43 2 45 68 I 179 -5 38% 66 6 37 5 103 11 114 

14 24 I 2 40 I 41 23 I 40 -I 58% 40 I ， 3 4 53 4 57 

15 I 21 14 3 39 15 54 24 I 33 2 73% 48 22 16 8 3 5 67 35 102 
20 3 6 4 3 30 6 36 27 I 35 -I 77% 67 30 6 6 l 74 36 110 

7 18 2 I 26 2 28 11 / 25 44% 23 3 2 I 27 2 29 

4 17 8 I 22 8 30 11 / 35 -I 31% 13 6 13 6 19 

12 26 2 17 4 55 6 61 36 I 59 2 61% 47 12 13 2 5 I 65 15 80 

5 7 22 II 2 3 29 21 so 28 / 44 -I 64% 37 7 10 3 7 6 54 16 70 

3 13 4 I I 17 5 22 19 / 25 2 76% 36 6 7 ， 43 15 58 

II 32 27 3 I 46 28 74 27 I 35 77% 65 32 ， 4 74 36 II 0 

6 31 8 15 5 52 13 65 58 I 63 I 92% 127 23 3 1 25 4 155 28 183 

27 4 14 10 6 10 47 24 71 39 I 54 72% 107 9 20 3 29 5 156 17 173 

2 4 40 19 42 23 65 49 I 62 2 79% 37 62 15 14 52 76 128 

13 3 44 19 1 58 22 80 25 I 33 -1 76% 56 32 8 I 5 7 69 40 109 

8 2 10 2 4 22 4 26 27 I 30 90% 66 7 8 5 8 I 82 13 95 
5 11 3 16 3 19 13 I 15 87% 14 4 10 5 6 I 30 10 40 

， 30 13 I I 40 14 54 16 / 19 I 84% 25 I 13 I 4 4 42 6 48 

2 23 8 12 37 8 45 15 / 17 88% 22 2 ， 31 2 33 

4 12 3 5 21 3 24 25 I 27 10 93% 49 6 4 1 53 7 60 

3 19 3 7 I 29 4 33 35 I 77 -2 45% 54 22 3 6 24 10 81 38 I 19 

4 17 I 2 23 I 24 24 I 42 3 57% 40 3 ， 3 4 53 6 59 

4 10 14 14 25 I 35 -I 71% 71 II 7 78 11 89 

3 I 18 2 3 24 3 27 34 I 54 -I 63% 52 ， 7 3 19 8 78 20 98 

， 35 2 7 51 2 53 16 / 29 55% 32 7 2 4 1 34 12 46 

， 22 3 3 34 3 37 15 / 19 -2 79% 58 5 3 3 10 2 71 10 81 

10 17 II 3 30 11 41 19 / 26 -2 73% 45 12 30 27 I 76 39 115 
21 12 19 I 13 ， 53 22 75 41 I 43 2 95% 98 32 28 15 22 II 148 58 206 

4 14 6 15 5 33 11 44 38 / 41 -2 93% 95 22 14 1 ， 10 118 33 151 
7 34 2 6 47 2 49 25 I 39 64% 58 15 20 5 4 I 82 21 103 

5 4 3 4 13 3 16 13 / 30 43% 22 I 5 I 27 2 29 

7 26 3 8 41 3 44 8 / 19 -2 42% 21 8 I I 30 l 31 
13 16 I 5 I 34 2 36 II / 19 -4 58% 40 7 3 2 43 ， 52 

3 20 I 3 26 I 27 18 / 27 67% 31 2 ， 2 I I 41 5 46 

4 7 2 6 2 17 4 21 15 / 23 65% 28 10 8 I 2 37 12 49 

3 ， 3 12 3 15 11 / 19 58% 29 4 2 5 31 ， 40 
6 8 5 4 18 5 23 15 / 24 -1 63% 18 3 I 2 19 5 24 

4 II 15 15 II / 17 -I 65% 16 5 7 7 I 24 12 36 

5 14 IO 2 21 10 31 15 / 20 75% 34 2 12 1 3 49 3 52 
3 I 13 I I 16 3 19 5 I 34 -I 15% 8 4 8 4 12 

5 13 18 18 58 / 60 97% 194 51 4 2 16 8 214 61 275 
17 1 11 3 28 4 32 20 I 20 100% 61 ， I 4 62 13 75 

2 I IO 14 12 15 27 15 I 21 71% 38 14 2 1 40 15 55 

22 I 5 2 27 3 30 33 I 45 -2 73% 78 II II 2 3 89 16 105 

I 10 3 3 14 3 17 16 I 18 I 89% 46 14 7 4 53 18 71 

5 23 3 7 4 35 7 42 21 I 26 2 81% 42 IO I 42 11 53 

3 53 ， 56 ， 65 34 I 43 I 79% 59 6 6 1 2 67 7 74 
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293

107一

竺
135

88-
95-

139

'|5|| l3 | 3| 2| | 20| 3| 23 | | 26 / 41 |-2| 63%| 56 | 7| 1 | l3 | l | 69 | 8| 77 1 | 

圧 I 362| 42| 868 | 247| 213 | 56| l,443 | 345| l,788 | |l,158 | I I,741 | -4| 67%| 2,369 | 566| 3叫 126| 328 | 142| 3,007| 834| 3,841 
1 □三

※市町村の配置状況については 、 郡教育委員会や市町村を越える広域調査組織の場合 、 市町村職員として採用されている場合はカウントしたが 、

そうでない時はその広域組織で1としてカウントしており 、 広域組織でカバーしている全市町村に配附されているとしてカウントしてはいない。
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区 分

課 程

副 題

実施期日

定 員

対 象

内 容

申込締切
予定 日

2019年度（平成31年度）文化財担当者研修課程一 覧（予定）

専 門 研 修
建 築 遣 構 建 造 物 堆 積 ・ 地 質 学 遺 跡 G I S 出 土 木 器 保 存科学1I 文 化 財 文 化 財 写 真報 告 書報 告 書 文 化 財史 跡 文 化 財 保 存科学 v

調 査 課 程保 存 活 用 基 礎 課 程課 程調 査 課 程
基 礎 課 程

建築遺構や出士 文化財建造物の 発掘調査に必要 調査研究業務で
建築部材に関す 保存活用につい 不可欠な堆積学 GISを活用するた
る研修 ての基礎的研修 や地質学の入門 めに

6月JO日～ 7月1日～ 9月17日～ 9月24日～

6月14日 7月5日 9月20日 9月27日

6~15名 8~15名 8~15名 8~15名

地域の中核となる
地方公共団体の
文化財担当職員 ＂ // II 

若しくはこれに準
ずる者

発掘調査で検出 文化財建造物に 発掘調査に必要 GISの利用に関し
される建築造構 かかる、価値、制 となる堆積学や地 て必要な専門知
（竪穴建物 ・ 掘立 度、保存方法、活 質学の基礎知識 識と技術の習得を
柱建物・礎石建 用方法、保存活 の習得を目的とす 目指した研修。
物 ・ 基壇）や出土 用計画の策定等 る研修
建築部材に関し についての講義
て必要な、上部構 をおこない、自治
造の専門的知識 体担当者としての
や発掘方法など 基礎的な知識の
についての研修。 習褐を目指す。

平成31年 平成31年 平成31年 平成31年
4月26日（金） 5月17日（金） 7月26日（金） 8月9日（金）

※1 各研修はリニュ ーアルが図られております。
※2募集は各都道府県及び政令指定都市教育委員会を通じて行われます。
※3 研修参加決定通知は研修開始日の約1ヶ月前に通知の予定です。

出士木器の取り
扱いと調査研究
に関する研修

9月30日～

10月4日

8~15名

II 

発掘調査におい
て出土した木器
の取り上げ、整
理、調査、研究、
保管、活用につ
いて、必要な専門
知識と技術の習
得を目的とする研
修。

平成31年
8月9日（金）

（有 機 質 遺 物） 三 次 元 計 測
課 程課 程

有機質遺物の保 実際に利用可能
存と保管 な三次元計測手

法の習得
10月15日～ 11月18日～

10月24日 11月22日

6~15名 8~15名

II II 

出土 有機質遺物 発掘調査や文化
の一 時保管方法 財の記録に必要
から保存処理方 となる三次元計測
法についての基 手法の基礎的な

礎的な研修。 知識および外注
の実際を学び 、ま
た実践可能な技
術を習得すること
を目指す。

平成31年 平成31年
8月30日（金） 10月4日（金）

※4 文化財写 真課程・報告書編集基礎課程・報告書デジタル作成課程は、続けて受講することができます。

課 程編 集 基 礎 デ ジ タ ル 作 成 デ ジ タ ル 保 存 活 用 計 画 防 災 ・ 減 災 （材 質 ・ 構 造
課 程課 程ア ー カイブ課 程策 定 課 程課 程調 査 ） 課 程

又の�基
化

礎
財

知与識
具

と
分

デ
野

報告書出版につ デジタル編集を 文化財デジタル 史跡の保存活用 自然災害等によ 出土造物の材質 ・
ジ

,r'、
タ
,l-

ル1,t写-宇真翌を中 いての基礎知識 中心にすえた実 情報の保存・ 公開 計画策定演習 る文化財への防 構造調査習 利活用 災・減災入門
II月25日～ 12月5日～ 12月12日～ 1月20日～ 2月3日～ 2月12日～ 2月18日～

12月5日 12月12日 12月19日 1月24日 2月7日 2月14日 2月21日

8~15名 8~15名 8~15名 8~15名 8~15名 8~15名 6~15名

II II II II II II // 

文化財の記録の 文化財調査記録 報告書出版に必 デジタル技術を 史跡の保存活用 自然災害等によ 出土追物の保存
中核をなす記録 に必要不可欠な 要な編集やコンテ 用いて、調査記録 計画書の策定演 る文化財への被 処理に先立ち、主
写真撮影につい 報告書出版につ ンツ制作の技術 類および報告書 習を通して、計画 災に対する防災・ に非破壊的手法
て、様々な文化財 いて、記述内容の について、デジタ の保存管理と公 書の事務局案作 減災への取り組 で実施する、材
写 真分野の基礎 意義や記述記録 ル編集を中心に 開活用を行うため 成を行う。 みについての基 質 ・ 構造調査につ
知識と、デジタル の基礎知識を習 据えた実習で、技 に必要な基礎知 礎知識の習得を いての基礎的な
写 真を中心とした 得するための研 術を習得すること 識を習得するため 目的とする研修 研修。
実習による実技を 修 を目的とした研修 の研修
習得できる研修

平成31年 平成31年 平成31年 平成31年 平成31年 平成31年 平成31年
10月11日（金） 10月18日（金） 10月18日（金） 11月6日（水） 11月6日（水） 12月27日（金） 12月27日（金）


